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 理事⻑挨拶 

6 月 29 日、ぱれっと新規プロジェクトも無事竣工を迎え、しぶや・ぱれっとホーム開設、並びに福祉作

業所おかし屋ぱれっとの移転記念式典にご出席くださいました⽅々には、改めましてお礼申し上げます。

その際には、お祝いや応援メッセージをいただきました。ここまでたくさんの⽅々からご支援をいただき、

心より感謝申し上げます。ありがとうございました。 

今回のプロジェクトは、渋谷区から土地の無償提供があったことから実現の運びとなりました。また、

解体工事並びに建物建設費に関しては、東京都と渋谷区から合計１億 2 千万を超える補助⾦を受けること

ができ、店舗造作につきましては、ヤマト福祉財団様から 500 万円の助成⾦をいただきました。更に、約

2500 万円の不⾜の資⾦に関しましては、地元 ⻄武信⽤⾦庫様から、チェンジという、ＮＰＯ法⼈向けの

低⾦利融資を受けることができました。そして、ぱれっと関係者の⽅々からは私募債という形で、融資を

いただき、また、多大なるご寄附もいただきましたことに感謝申し上げます。 

近年、障がいのある⽅並びにご家族の⽅の⾼齢化が叫ばれ、⽼障介護（⾼齢の親が障がいのある⼈のケ

アにあたること・・・反対のケースは障⽼介護）など、ケアの難しさが顕著となり、渋谷区内でも、グル

ープホーム（以下 GH）について非常にニーズが⾼まりつつあり、今回も 7 名の居室枠に対して、26 名の

応募がありました。ぱれっととしましては 2 つ目のグループホームとなりますが、一⽅で全国的に昨今の

福祉現場でのスタッフ確保が難しいという課題に直面しています。しかし、入居が決まった⽅々のほとん

どは、ＧＨが初めてで、新しい生活をとても楽しみにしています。一⽅、おかし屋ぱれっと移転につきま

しては、法⼈事務局と合わせて年間 1450 万円の家賃支出が解消され、⻑年の夢でもありました、イート

インも開設され、利⽤者の⽅の職種の拡大並びに売り上げＵＰによる彼らの給与増額も期待できます。こ

のプロジェクトを遂⾏するにあたり、3 年かけて、理事・ボランティア・スタッフ・親が一丸となり、「⼈

間関係が希薄になりつつある地域の活性化を目指す」という、中期ビジョンを掲げ、取り組んでまいりま

した。改めて、地域に根差した住まいと職場づくりに努⼒していく思いでございます。今後とも、変わら

ぬご指導とご支援、どうぞよろしくお願い申し上げます。 
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 新事業所開設までの歩み 
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①2013.10 中期計画勉強会 

職員・理事・親の会・ボランティア有志の⽅々

と 1 年がかりで中期計画について議論しまし

た。その中で、「新たな拠点づくり」 

という目標が設定されました 

 

 

⑥2016.7.21  

【完成記念式典開催】 

去る 7 月 21 日（木）、８0 名余りの皆様の

ご出席のもと、完成記念式典を開催しまし

た。渋⾕区⻑を始め来賓の⽅々から温かい応

援メッセージをいただき、ぱれっとを代表し

て 2 名の通所員からお礼の⾔葉をお伝えし

ました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

完成!! 




